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要旨

本研究のH的は．効果的なオリンピック・パラリンピッ

ク教育の研修方法を明らかにすることである．その際．「オ

リンピック・バラリンピック教育の実施計画の作成」とい

う課題を設定した作業を中心とした活動を取り入れた参

加塑教員研修を実施し．研修の前後でアンケート調査を

実施した．

4件法で回答を求めた質問紙の枇的データを比較し

た結果．オリ・バラ教育に対する興味（質問①）．直要

性の認識（質問②）．内容に関する知識（質問③）．方法

に関する知識（質問④）， そして実践する自信（質問⑤）

の全ての項目で研修の前後で有意な向上が見られた（質

問①F(1,328) =34.47, p<.01：質問②F(1,328) =39.49, 
p<.01:質問③F(1,328) =17.02, p<.01 :質問④ ：F (1,328) 
=23.82, p<.01 :質問⑤F(1,328) =27.67, p<.01). しかし，
Okada et al (2019)における伝達塑（講義形式）の教員研修

のデータと比較した結果．研修方法に基づく効果の差異

は確認できなかった また．研修を受けた恙想について

自由記述で回答を求めた質的データをSCATによって分

析した結果．実践への意欲だけでなく各推進校の実状に

即した具体的な実践0)イメージを獲得し． そのことが実

践方法の提案や実践への自信の獲得につながった． と考

えられた．

l．緒言

I. I.オリンピック・バラリンピック教育に関する教員研

修の重要性と実施状況

現在． 日本では，東京オリンピック・バラリンピック競

技大会（以下，「東京大会」）に向けたオリンピック・バラ
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リンピック教育（以下，「オリ・バラ教育」）が盛んに行わ

れている．一方で実際にオリ・バラ教育を推進する「全

国の多くの学校現場や自治体では．いまだ戸惑いが続い

ている」（佐野， 2018,p. 102)という報告もあり，オリ・

バラ教育の実践を実現するための教貝へのサボートのあり

方が課題として指摘されてきた（舛本． 2012:安齋ほか，

2017). ここで煎要な、点が，オリ・パラ教育の実践を実

現するための教員へのサボートは，継続的なオリ・パラ教

育の実現という課題と密接に結びついていることである．

Masumoto (2012), Sanada (2017), Obayashi (2017)が

明らかにしている通り， H本では， 1964年に1財催された

東京大会， 1972年の札幌大会． 1998年の長野大会にお

いても，現在のオリ・バラ教育につながる取り糾みが行わ

れてきた． しかし， これらの取り組みが大会後に継続的

に行われることは少なくitl). 「一過性に終わってしまった

ことは否定できない」（佐野， 2018,p. 103）． そのため大

会後にも継続されるようなオリ・バラ教育の推進が望まれ

る中で，各種学校でオリ・パラ教育を実施する教貝に対

する効果的なサポートが求められている（真田， 2017).

継続的なオリ・バラ教育を実現するための教貝への効

果的なサポートの一つとして教貝研修がある． H本におけ

るオリ・バラ教育の方l{,J性を示した「オリンピック・バラ

リンピック教育に関する有識者会議」（以下，「有識者会

議」）の披終報告でも，学校でのオリ・パラ教脊の実現の

ために「教貝養成や教員研修において，オリンピックやパ

ラリンピックヘの理解を深める機会の充実を図ることが期

待される」（有識者会議． 2016,p. 15)と明記されている．

また，大会開他都市である東京都のオリ・パラ教育の推

進の方向性を示した「「東京都オリンピック・バラリンピッ

ク教育」実施方針」（東京都教育委員会， 2016)でも，オ

リ・バラ教育の実践を行う教員への支援策の一つとして
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「教貝研修の充実」が挙げられている． そして，実際に東

京都教育委貝会では， 2016年度に2回， 2017年I文に3回

のオリ・バラ教育に関する教員研修を実施している（東京

都教育委員会， online）． さらに，東京都以外の道府貼

及び政令市において， オリンピック・バラリンピック競技

大会に対する関心を高め，大会後に有形・無形のレガシー

を創出することを主な11的として行われているスポーツIf
委託事業「オリンピック・パラリンピック・ムープメント

全国展開事業」（以下．「オリ・バラ教育ボ業」）でも．事

業に参画した学校の教員へのサポートの一lU:として教員
研修が行われている注2).

I. 2. オリンピック・バラリンピック教育の教員研修に

関する先行研究の批判的検討

上述のように，オリ・パラ教育の教貝研修の実施がオ

リ・バラ教育の実践の充実だけでなく継続的なオリ・バ

ラ教育の実施のための董要な課題であり，実際にオリ・

バラ教育に関する教貝研修が行われている．他方で．国

内外のオリ・バラ教育に関する研究において教員研修を

対象とした研究は，管見の限り．_t述の2つの教員研

修の取り組みのうち，後者のオリ・バラ教育事業の一環

として行われた教員研修の効果検証を行った友添ほか

(2018)及びOkadaet al (2019)のみであるil:3）．友添ほか

(2018)は，前述のオリ・パラ教育事業における早稲田大

学オリンピック・バラリンピック教育研究センターの取り

組みを報告する中で，教員向けの研修である地域セミナー

の効果検証を行っている． そして， オリ・バラ教育に対

する興味•関心や頂要性の認識だけでなく．知識や実践

への自信も高まったことを報告している． しかし．教員

研修の形式の差異に関しては言及がないため， どのような

オリ・バラ教育の教貝研修が効果的かは十分に検討され

ていないこのような課題に対して， Okadaet al (2019) 

は，友添ほか(2018)で取り上げたオリ・バラ教育の教員

研修のうち，オリンピアン，バラリンピアン．オリ・バラ

教育の専門家の3名による講演を中心とした伝達型（講

義形式）の教員研修の効果検証を行っている． その結果．

伝達型（講義形式）の教員研修は，オリ・バラ教育に対す

る興味•関心や爾要性の認識には効果的であったが， こ

れらの項目に比べて実践的な内容や方法． さらには実践

への自信に関しては低い値を示したことを指摘している．

しかし， Okadaet al (2019)は，伝達型以外の方法の検討

は課題として指摘するに留まっている． このような先行研

究の検討を踏まえると，オリ・バラ教育の教貝研修に関

する研究では， より実践につながる教貝研修の方法の模

索が課題と言えよう．
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I. 3.本研究の目的

_r.述の問題意識及び先行研究の批判的検討を踏まえ

て．本稿では，オリ・パラ教育に関する参加隈の教貝研

修を実施し． その効果を検証することを目的とする．

教員研修センター (2012)によれば，教貝研修の方法は，

伝達腹参加型，課題研究型，体験型の4つに大別でき

る． これらの方法の中で，特に参加型の教貝研修は， よ

り実践的な知識や自信の獲得に効果的であることは，教

貝研修の効果検証を行ったこれまでの研究において明ら

かにされてきた（松本ほか， 2013: 大橋， 2015 ：須藤•藤

井． 2012). そのため．本研究では．参加型の教員研修

に4fflした．

2．方法

2. I. オリンピック・パラリンピック教育に関する参加型

教員研修プログラムの内容

本研究では．前述のスポーツ庁によるオリ・パラ教育

事業で地域セミナーという名称で行われている教員研修

に着lIした． スポーツ庁のオリ・バラ教脊事業では，公

募によってスボーツ}yと委託契約を結んだ地方自治体を

オリ・パラ教育推進地域と定めている． そして．教育委

員会を中心に，推進校の決定やオリンピアン・パラリンピ

アンの派遣の手配， さらには実践のサボートなどの取り組

みが行われている． このような取り組みの一つとして．地

域セミナーという名称で．推進校の教員を対象とした教

貝研修が行われている． また．友添ほか(2018)によれば，

地域セミナーでは，オリ・バラ教育事業の概要や実践方

法に関する情報提供が主に行われている． そこで本研究

では，事業概要や実践事例の紹介に加えて．受講した教

員が各校における「オリ・バラ教育の実施計画の作成」を

行う「作業を中心とした活動」（教貝研修センター， 2012.

p. 53)を取り入れた参加型の教員研修を行った地域セミ
ナーに着Hした．意欲や関心をより高めることができる参

加型の中でも，特にワークショップは「受講者の共同作業

により，相乗的な成果を創りあげることができる」（教貝研

修センター， 2012,p. 53)と言われており，実際に共同

作業を組み込んだワークショップ型の研修の成果が報告

されている（添田ほか， 2018：岩田ほか， 2019). 8本では，

前述の通り，オリ・バラ教育が推進され少しずつ実践が

積み里ねられてきているが， まだまだ推進校の教員の創意

工夫によるところが大きいのも事実である（真田・荒牧，

2016）． また，岡田ほか (2018)は，オリ・バラ教育事業

において，実際にオリ・パラ教育を実施した教員が「早期

の実施計画の立案」を課題として挙げていることを指摘し

ている． これらのことから，「オリ・バラ教育の実施計画
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の作成」という課題を設定することが， より実践的な知識

や自信の獲得に効果的であると考えた．

2. 2.対象

本研究は．オリ・バラ教育事業において2018年5月か

ら7月にかけて5地域で実施した地域セミナーに参加した

教貝のうち，オリ・バラ教育に関する研修をこれまで受

けたことがない教貝を対象とした．対象者の内訳は，小

学校教諭35名．中学校教諭21名，高等学校教諭11名，

特別支援学校教諭3名の計70名であった．

2. 3.調査手続き

上述の通り，スボーツ庁のオリ・パラ教育事業では，

教育委貝会を中心に教貝研修が行われている． そこで．

推進地域の教育委員会の担当者に対して調代を依頓し許

可を得たそのー1こで．教員研修の際に．参加した教貝に

対して調査の趣旨を伝えたうえで．回答は強制ではない

ことを伝えて協力を依頼した．

2. 4. 収集データ

2. 4. I.呈的データ

本研究では，友添ほか(2018)及びOkadaet al (2019) 

で使川しているアンケートJl]紙を活用した．友添ほか

(2018)及びOkadaet al (2019)は，オリ・バラ教育関連

の教員研修の先行研究がないことから，体脊や他教科に

関する教員研修の先行研究を整理し，①オリ・バラ教育

に対する興味②オリ・バラ教育の龍要性の認識③オ

リ・パラ教育に関する知識（内容）の理解，④オリ・バラ

教育の実践方法に関する知識の理解， そして⑤オリ・バ

ラ教脊を実践する自侶の獲得の5項Hで構成された「オリ・
バラ教育の教貝研修に関するアンケート」を作成した注4).

なお，屈的データの収集は．対象となる教貝研修の前後

で実施した．

2. 4. 2.質的データ

Okada et al (2019)でも課題とされているが，教員研修

の効果を質的に測定するために．体育の教貝研修の効果

測定に関する先行研究でも使JIIされている自由記述の調
査を実施した注5). 具体的には，松本ほか(2013)や大梱

(2015)を元に，教員研修の受講後に「研修を受けた感想」

に関する回答を求めた．

2. 5. データの分析方法

2. 5. I.醤的データの分析方法

オリ・パラ教育教員研修アンケートによる址的データの

分析に関しては，質問項目の回答を「とてもそう思う＝4

点」．「そう思う＝3点」．「あまりそう思わなし‘=2点」．「そ
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う思わない＝1点」として得点化し． SPSSver.24を川いて

全ての質問項Hに関して．群（参加型） X調査時（事liij.
事後）のt検定を行った．さらに本研究における参加型

の教貝研修と先行研究である Okadaet al (2019)における

伝達型の教員研修を比較検証するために，全てのデータ

の正規性を確認したうえで群（参加型・伝達型） X時間（事

前・事後）の二要因分散分析を行い，群と時間における

交互作川が認められた揚合は． Bonferroni法による単純

主効果検定を行った．

2. 5. 2. 質的データの分析方法

質的データの分析に関しては，「Stepsfor Coding and 

Theorization」（以卜・,「SCAT」)を採用した． KJ法に代

表される質的データの分析に関しては，一般的に．分類

（分析）結果の信頼性の問題や多枇のデータが必要とな

るデータ数の問題が指摘されている（藤井， 2005:大谷，

2011). これらの質的データの分析の限界に対して，分析

手続きを明瞭にし．小規模データにも布効な方法とされ

るのがSCATである（大谷． 2008,2011). SCATは，「デー

タの判i備」，「ステップ・コーディングの実施」．「ストーリー

ラインの記述」．「理論記述の試み」．「疑問・課姐の記述」

という手続きを明ポ的に残すことで「分析過程の省察可能

性と反証可能性」（大谷． 2008,p. 40)を蒻め．「自分の

分析の妥当性の確認 (validation)のためのリフレクション

を分析者に迫る機能」（大谷． 2011.p. 157)を有してい
るit:6）． このようなSCATは． 自由記述の分析にも布効で

あることが示されている（大谷． 2011). そこで．限定され

た人数による自UI記述によるデータを収集する本研究に
適していると考え SCATを採用した． その際，本稿のよ

うな小規模なデータの場合．「主に対象についての記述的

な理解を得ることをH的とすべき」（大谷． 2008.p. 32) 

と指摘されていることから．「ストーリー・ラインの記述」

まで行った また． SCAT分析では，「作業を協働で行う

ことで．多様な観点を共有」（大谷． 2008.p. 39)できる

と考えられることから．箪者と共著者1名で意見をすり合

わせ．一致しない場合は3人目に意見を求めるという手

順をとったただし、実際は策者と共著者の間で意見の

すり合わせを行い、全て一致したため、 3人Hに意見を求

めることはなかった．

3.結果と考察

3. I．鼠的データの結果

教貝研修の前後で実施した「オリ・パラ教育の教貝

研修に関するアンケート」の5つの賓問項目を比較した結

果．表lの通り．全ての項目で布意な向上が見られた．

次に．本研究で収集した参加型のデータとオリ・バ
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表l．研修前後の変化

M SD t-value 

質間①
pre 3.39 0.55 

-2.95 
post 3.64 0.48 

質問②
pre 3.17 0.61 

-4.05 
post 3.57 0.55 

2.04 0.69 
＊＊ 

質問③
pre 

・10.14 
post 3.11 0.55 

1.84 0.63 
＊＊ 

質問④
pre 

・12.63 
post 3.09 0.53 

質問⑤
pre 1.93 0.57 

-7.24 
post 2.71 0.71 

*p<.05 **p<.OI 

ラ教育の教員研修に関する先行研究である Okada et al 

(2019)における伝達殷のデークを比較した結果．表2

の通り．質問①及び質lln②で布滋な交互作川がみられ
た（質問①： F(1,324) =4.10，pく．05, 質問② ：F (1,324) 

=8.07,p<.05). そこで．質問①及び質問②に関して単純
主効果の検定を行った結果，図1.図2の通り． どちら

も「研修方法」の単純主効果が有意であった（質問① ： F 

(1,324) = 7.40，pく．05, 質lh1② :F (1,324) = 5.93，pく．05)

3. 2. 質的データの結果

次に H由記述の結果を整理したい前述の通り，
SCATをJllいて自由i記述の分析を行った結果，表3の通
り， 11個の概念が抽出された注7).

さらに， これらの概念を組み合わせて，次のようなス

トーリー・ラインを得ることができた．つまり，セミナー

に参加した教員は，オリ・バラ教脊に関する「新たな知

識0)獲得」や「実践イメージの獲得」をしたことで，「安心

表2．伝達型と参加型の比較

研修方法 伝達型(n=94) 参加型(n=70) 主効果

時間 pre post pre post 研修方法 時間 交互作用

M SD M SD M SD M SD 

質問① 2.83 0.81 3.38 0.65 3.39 0.55 3.64 0.48 34.47** 30.72** 4.10 ＊ 

質問② 2.45 0.84 3.30 0.73 3.17 0.61 3.57 0.55 39.49** 62.04** 8.07 ＊＊ 

質問③ 1.68 0.64 2.89 0.59 2.04 0.69 3.11 0.55 17.02** 268.90 ** 0.89 

質問④ 1.57 0.54 2.70 0.70 1.84 0.63 3.09 0.53 23.82** 302.18** 0.86 

質問⑤ 1.56 0.65 2.29 0.74 1.93 0.57 2.71 0.70 27.67** 100.50** 0.17 

*p<.05 **p<.Ol 
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図1．質問①の単純主効果の検定結果 図2．質問②の単純主効果の検定結果
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表3．自由記述の分析結果

概念 抽出数

実践への意欲の向上
30 

（効果的な，自校の状況に合わせた）

新たな知識の獲符
20 

（抽象， H標． ・K践｝i法．，ド業内容．実践例，効果，方向性）

新たな課題の認知 16 
（準備．計両． H標，現状，推進方法）

実践イメージの獲得 8 

新たな知識の獲得への意欲の向上 8 

貴頂な機会という認識 5 

新たな要求
（道ltのイサ足， 計画性）

4 

興味の向I: 2 

安心感の獲得 1 

アピールヘの意欲の向上 1 

効果的な実践への提案 1 

感の獲得」や「興味の向上」だけでなく「実践への意欲の向

J・.」を得ることができた． さらに， 2020年の東京大会に向

けてオリ・バラ教育に取り組むことが「貝煎な機会という

認識」を得たことで．「効果的な実践への提案」や自らの取

り組みを公開する「アピールヘの意欲の向上」も生まれた．

一方で．具体的な実践をイメージすることで「新たな課題

の認知」や「新たな要求」も生じその解決のための「新た

な知識の獲得への意欲の向上」も得ることができた．

3. 3.総合考察

本研究における仮説は，参加塑の教貝研修は．オリ・

バラ教育に関する興味や重要性に対する認識だけでなく．

実践的な内容や方法の理解， さらには実践を行うことに

対する自信の獲得にも効果的である． ということであっ

た．

このような仮説に対して．結果は以下の通りであった．

まず．J由的なデータを分析した結果．表lの通り．本

研究で実施した参加型の教員研修は，オリ・バラ教育に

関する興味（質問①）や煎要性（質問②）に対する認識だ

けではなく，実践的な内容（質問③）や方法の理解（質問

④）， さらには実践への自信（質問⑤）を獲得するのに効果

的であったことが確認できた．さらに， Okadaet al (2019) 

の伝達型のオリ・バラ教育に関する教員研修に関するデー

タと比較したところ，オリ・パラ教育に関する典味（質問

①)や直要性（質問②）に対する認識に関しては， どちら

の方法も効果があることが確認できた一方で，実践的な

内容（質問③）や方法（質問④）の理解． さらには実践への

自信（質問⑤）の獲得に関しては効果の違いは確認できな

かった．

次に．質的なデータを分析した結果．表3及び前述の

ストーリー・ラインの通り．本研究で実施した参加型の

教員研修が．教貝のオリ・パラ教育に関する童要性の認

識や知識の獲得．実践への意欲の向上に止まらず．効果

的な実践の提案や自らの実践を公開してアピールすると

いった意識につながったことが明らかになった このこと

から．参加型の教貝研修の中で「オリ・バラ教育の実施

計画の作成」という課題を設定した作業を中心とした活

動を実施したことで，教員が意欲だけでなく各推進校0)

実状に即した具体的な実践のイメージを獲得し． そのこ

とが尖践方法の提案や実践への自信の獲得につながった．

と考えられるil:8).

これらの結果から．オリ・パラ教育の教員研修の方法

に関する仮説に対して，以下の可能性と今後の課題が指

摘できる． まず．抵的データからは，図1，図2の通り．

教貝のオリ・パラ教育への典味•関心や煎要性に対する

認識に関して，研修前の段階で参加型のほうが伝達型よ

りも得点が刹いこと．及び参加型よりも伝達型のほうが

得点の上がり方は大きいことから．伝達型がオリ・バラ

教育への興味•関心や煎要性に対する認識が低い教員の

オリ・パラ教育への興味•関心や董要性に対する認識の

向上に効果的であり．参加型がオリ・バラ教育への典味・

関心や童要性が高い教貝のオリ・パラ教育への興味•関

心や重要性に対する認識のluJ上に効果的である可能性が

考えられる． この可能性をより梢緻に検証するために．今

後は，オリ・バラ教育の教員研修を実施する前にオリ・

バラ教育への興味•関心や煎要性に対する認識を調在

しその高低で対象を分類したうえで，低い教貝に対し

て伝達型を，高い教貝に参加型の教員研修を実施し，オ

リ・バラ教育への興味•関心や煎要性に対する認識への

効果を比較検証する必要があろう．他方で，質的デーク

からは，参加型において教貝が意欲だけでなく各推進校

の実状に且llした具体的な実践のイメージを獲得し， その

ことが実践方法の提案や実践への自信の獲得につながっ

た可能性が示唆されたこの可能性をより精緻に検証す

るために，各推進校の実状や事前に有する実践のイメー

ジに基づいて対象を分類し．教貝研修を通してどのよう

な実践0)イメージを獲得し． そして研修後にどのような実

践を実現したのか．という点の検討が求められる．さらに．

課題探究型や体験型等． より参加者が主体的に関わるこ

とが可能になる研修方法による研修を実施し効果を検証

していくとともに．伝達型の教員研修を対象に質的デー

タを収梨し効果を比較検証していくことも必要であろう．

今後の課題としたい。
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4. まとめ

本研究は，オリ・パラ教育に関する参加型の教員研修

を実施し． その効果を検証することを目的とした．具体

的には． スポーツ庁におけるオリ・パラ教育事業において．

オリ・バラ教育に関する講義に加えて．各推進校におけ

る「オリ・バラ教育の実施計画の作成」という課題を設定
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した作業を中心とした活動を取り入れた参加堕教貝研修

を実施した． そして．教貝研修の前後に．．ht的及び質的

デークを収染し分析を行った．

址的データの結果からは．参加型の教員研修がオリ・

バラ教育に対する興味や重要性の認識だけでなく．オリ・

バラ教育の内容や方法に関する知識や実践への自信の獲

褐にも効果的であることが明らかになった． さらに．参加

型と伝達型を比較した結果． どちらもオリ・バラ教育に

対する興味や煎要性に対する認識のliiJ上に効果的である

こと．及び参加者の事前のオリ・パラ教育に対する興味

や煎要性に対する認識に応じて研修方法を選択すること

が必要である可能性が示された． また．質的データの結

果からは．参加型の教員研修が．オリ・バラ教脊に対す

る興味や厭要性の認識だけでなく． オリ・バラ教育の内

容や方法に関するより実践的な知識や実践への日イけの獲

得に効果的である可能性が示唆された．

く注＞

it: 1)大会後も継続的に行われたことが報告されている事例

としては．甜木 (2013)が長野大会の際の国際交流活

動である「一校一国述動」を挙げているが現段階で

どの程疫活動が行われているかは不明である．

iI:2)他にも． H本バラリンピック委員会（以下．「JPC」)は

パラリンピック教育用教材である I'mPOSSIBLEの活

用方法やバラスポーツの実技指祁のガ法などを中心

とした教員向け研修を実施している(JPC.online). 

it3)論文検索サイト「CiNii」を活川し．「オリンピック

教育」．「バラリンピック教育」．「教貝研修」をキー

ワードとして検索を行ったまた．海外のオリ・

バラ教育に関する研究において．論文検索サイト

「SportsDiscuss」を活用し．「OlympicEducation」.

「ParalympicEducation」. 「TeacherSeminar」をキー
ワードとして検索を行ったが，教貝研修に着FIした
研究は確認できなかった．教員を対象にオリ・バラ

教育に対する意識調査を行った研究としてはJorge.

K. and Otavio.T. (2012)がある．

注 4) 主に松本ほか (2013) と須藤•藤井 (2012) を元に作成

した．詳細については． Okadaet al (2019)を参照．

il:5)祉的データと質的データを併用した研究としては．例

えば平山•松下 (2009) がある．

注6>SCATは既に教育関係や保行関係等の領域で活川さ

れている．教育関係では．越智・磯崎 (2016)や渋谷

ほか (2018)がある．

注7)SCAT分析表は表4の通りである．

注8)石川 (2018)は，「自信」の獲得には経験による熟達等

の要因が必要であることを指摘している．つまり，意
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欲0)獲得は実践経験につながり． 自信の獲得につな

がっていくと考えられる．
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体
打
科
が
！
真
に
な
っ
て
く
る
と
患
い
ま
す
が
．
＂
［
り
活
也
や
各
教

91
と
関
連
づ
け
て
字

I々
i

n体
で
は
り
紐
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
よ
•
,
.
.
l
"
"
1
が
IA
に
な
っ
て
く
る
，
n
P
I
区
動
や
各
敦
It
と
関
連
づ
げ
て
牛
佼
L
体＂
＇
Uを
中
心
に
，
符
別
H
釣
や
各
較
科
と
問
遅
づ
け
て
千
佼
rい
で
取
り
糾
ん
で
い
き
た
体
＂
＇
終
を
中
心
に
．
瑾々
な
敦
1lI“
鯰
と
問
遍
づ
け
て
取
り
組
X
I
E
へ
の
n
は
(
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R
の
状
況
に
合
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せ
た
）

体
で
取
り
糾
ん
で
い
き
た
い
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ん
で
い
き
た
い
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mo
ll
ll
l臼

9．
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敦
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を
全
く
見
て
い
な
い
状
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で
，
今
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そ
れ
ら
を
よ
く
見
て
．
効
双
的
な
襄
約
鼻
，
~
刊
．

•
K
n
．
亨
桟
'
,
i
召
を
仝
i
l
i
L
Ill
囀
用
日
＂
散
1f
←
全
く
見
て
い
な
い
、
今
後
そ
れ
ら
を
よ
く
凡
て
．
効
更
指't
'J.
囀’又
Ill9
日5
．'
事1
や債
敦牛
H打
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見企
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こし
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今
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f・
m
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な
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し
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l
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勾
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玖
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し
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．
．
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9
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た
い
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＇
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な
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＇
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朽
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ま
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な
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が
打
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た

イ
メ
ー
ジ
が
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て
た

．K
民
イ
メ
ー
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の
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;:J

ま
た
．
分
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ら
な
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ろ
い
ろ
臼
散
ボ
く
だ
さ
い
s

分
か
ら
な
い
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と
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ろ
い
ろ
御
較
水
く
だ
さ
い

分
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な
い
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と
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え
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不
り
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な
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＇
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け
t
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べ
）
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実
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が
生
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っ
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動
"
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1
1
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に
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れ
る
よ
う
に
す
る
1ゼ
L
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1奸
に
わ
た
る
運
勧
丙
慣
を
身
に
つ
け
る
こ
と
の
さ
つ
い
t
i
ゴ
又
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 9
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さ
る
よ
う
に
'
k
n
し
て
い
け
を
し
た
い

遭
貼
打
慣
の
n
i1
に
つ
な
が
る
‘k
9t
を
'
J
た
い

匂
史
的
な
'
k
n
へ
J
屯
欲

た
ら

全
［
り
的
に
広
が
っ
て
き
て
い
る
オ
リ
パ
ラ
敦
＃
を
O
C
I
!
¥
で
じ
共
出
し
て
い
く
と
い
う
こ
と
で
．
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う
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と
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や
っ
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こ
う
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た
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を
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わ
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さ
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．
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情
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．
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情
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さ
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濱
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．

ス
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す
る
田
吐
や
閂
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教
"
+
る
t
,
J
)
な
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か
は
か
な
り
U
問
ス
ポ
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ツ
1こ
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す
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負
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や
関
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心
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；
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す
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復
会
を
つ
の
は
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1
/
J
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．
9くり
1ll
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し
て
い
が
な
く
て
は
い
け
な
い
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思
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よ
す
が
．
北
果
は
依
，
，
に
ゆ
だ
ね
る
し
か

覆
会
を
サ
え
る
こ
と
は
93
1
だ
が
，
,
.
t
臭
を
ぶ
‘
)
る
こ
と
は
日
し

な
い
と
思
い
主
す
．

磯
会
を
し
つ
の
は
人
切
だ
と
は
忠
．
9.
成
只
l
“
a
，
，
に
ゆ
だ
い
る
し
か
な
い
日
会
を
も
つ
こ
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は
大
切
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あ
る
が
．
ht
.'l
l
11
偵
人
に
ゆ
だ
れ
る
こ
礼
し
か
で
さ
な
い

し‘
氏
た
fA
ll
fJ1
9ル
E
ヒ
(
H
棟）
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2 
本
校
の
凡
鼠
＇
H
と
の

'K
店
に
応
’
こ
た
オ
リ
バ
ラ
敦
訂
を
ひ
と
つ
で

1，
始
め
ら
れ
る
よ
う
に
り

l'う
と
憤

1•I
し
よ
一
1·

.
ふ
咬
の
だ
1
i
l
生
U
J
)
実
g
に
応
じ
た
オ
リ
バ
ラ
＂
＂
ひ
と
つ
で
い
ヵヽ
,
:
,

ぷ
R
の
，
t
a
•
1．
仕
の
・
よ
店
に
応
じ
た
オ
リ
パ
・
J
履
行
を
＇
y
し
で
も

‘K
屯
で
き
る
よ
う
に
i
t
^
を
字
R
J
)
子
ど
に
）
•K
g
．
土
、
：
し
た
．
n
屯
を
よ
リ
で
き
る
よ
う
i
こ

実
9g
へ
の
0
欧
(
(
J
R
成
~
1
1
\
:
i
こ
合
わ
せ
た
）

れ
る
よ
う
に
担
当
と
憤
討
し
ょ
・
r

憤
9
t
し
た
い

』
t
飯
を
立
て
て
い
き
た
い

20
20
に
ま
で
f
•
B
じ
）
い
て
口
り
I
i
i
み
が
あ

I)
.
そ
9）
憧
に
ど
う
つ
な
げ
て
い
く
が
；
れ
置
趨
だ
と
患
い
よ
す
．

そ
の
憧
i
：
ど
う
つ
な
げ
て
し
く
が
は
コ
1
'
1
1
だ
と
思
．
し
、
主
す

20
20

1;
以
3
．
こ
ピ
C)
よ
う
に
つ
な
•
f
:l
 
く`
．
が
は
1
t
匂
で
卜
る

20
20
年
以
R
に
つ
な
が
る
実
9E
を
し
て
い
く
と
0
が
あ
る
“
た
な
l
t
題
の
認
ヒ
(I
t西
｝

4
3
 
オ
リ
バ
ラ
敦
q
、
こ
つ
い
て
や
や
は
っ
さ
り
と
し
た
イ
メ
ー
ジ
が
も
て
た
よ
う
に
息
う
＂

や
や
は
つ
り
と
し
た
イ
I
ー
ジ
が
も
て
た

明
確
な
イ
メ
・
つ
ジ
が
も
て
た

n
体
的
な
‘
尺
践
イ
メ
ー
・
；
が
も
て
た

•K
IS
イ
メ
ー
；
；
の
隕
叫

じ
少
し
．
lT
L
い
“
A
t
臼
ス
な
9勺
吝
を
売
さ
た
い
．

9．
う
少
し
，
；
い
し
t
、
u
．
具
体
的
な
内
i
；
←
梵
き
た
し
、

より
II
L
い．
Iし
体
的
な
内
吝
を
閏
ぎ
た
い

u
tu
的な
．J
..
T`
の
内
r
を
ヒ
り
た
い

糾
た
な
知
a
の
獲
得
へ
の
．
g
欧

4
4
 
本
11
の
内
存
を
校
内
仔
＂
と
し
て
9
.t
た．
C
O
教
士
に
よ
る
日
H
好
修
と
し
て
広
く
炊
多
く
の
兄
？
方
に
HI
っ
く
ほ
し
い
と
思
っ
た
．

広
く
は
多
く
の
先
1,
)]
に
知ヽ
9て
ほ
し
い
と
思
っ
た

多
く
f
)
え
生
方
に
行
＂
の
内
容
を
i
p
っ
て
ば
し
い

h；
こ
な
知
a
を
召
た

5
た
な
ヒ
a
の
預
i
1
1
（
拍
象
l

オ
リ
パ
ラ
＂
＂
の
撹
選
に
1り
11
て
の
イ
メ
ー
ジ
を
明
直
に
拷
つ
こ
t
が
で
き
よ
し
た
．

イ
メ
ー
ジ
を
用
燻
1ご
や
つ
こ
と
が
で
き
よ
し
た

イ
メ
ー
ジ
を
1謹
に
持
つ
こ
と
が
で
さ
た

イ
メ
ー
ジ
が
杓
て
た

'
J
!
J
i
ィ
メ
ー
ジ
の
獲
i1

4
5
 
少
し
で
じ
ャ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
罹
週
を
高
め
る
実
95
が
で
さ
れ
ば
と
思
い
tr
.

オ
リ
ン
ピ
プ
ク
・
パ
5J
リ
ン
ど
ッ
ク
J
鴻
還
を
圧
め
る
‘
k
n
が
で
き
れ
ば
と
思
い
大
会
に
向
け
た
慣
遠
を
“
め
る
実
1い
を
し
た
い

勺
累
的
な
寅
n
へ
9)
g
欧

n・ 
讚
遵
を
ぷ
め
る
実
n
を
し
た
い

A
体
的
な
”
k
n
例
が
多
く
塁
9J
；
し
て
お
り
．
，
V
E
呑
身ヽ
こ
な
っ
た
．

n
体
的
な
文
9t
H
が
多
く
．
e
与
に
な
っ
た

U
体
的
な

•K
It

F1
が
多
く
e
弓
i
こ
な
夕
こ

多
く
の
実
バ
例
を
知
る
こ
と
が
で
き
て
今
積
9)
貨
践
が
1う
う
え
じ
た
な
紅
a
の
l
l
n
r
k
k
佗）

で
C
9
に
なヽ
ダ
こ

4
6
 
:
o
:
o
"
の
が
ン
と
’
·
'
'
•
バ
切
噴

Iげ
マ
9
9
8
屹
f
J
！
と
り
な
ど
で
竺
教
9＼
とも
S
J
]
し
て
や
っ
て
い
さ
た
い
、

授
窯
．
比
合
．
i
酎
も
な
ど
で
仕
枯
9吐
t
,B
9)
し
て
や
っ
て
．
、
S
が
、

投
霞
．
紀
合
的
な
牛
fI
’”
’”
:.
:
l
l
佑
や
セ
＂
＇
i
と
協
／
；
し
て
や
っ
て
い
き
た
い

様
々
な
敦
ヽ

1の
授
稟
．
比
合
的
な
，
f
.
打
の
'
”
r
.
.
i
l
l
~
の
89

勺
史
的
な

•K
I5
へ
0
)
E
欲

て
を
括
用
し
た
実
践
を
行
い
た
い

l
)
\
D
L
し
、
ろ
し
も
な
凸
膚
が
ら
パ
う
の
こ
と
が

19
が
り
や

•9
<
R
か
っ
た
，
ワ
ー
ク
シ
ー
ト
．
指
導
定
9，
わ
れ
ば
t
、
9≫
と
使
し
、
や
す
い
J
)
で
は
ロ
DV
D!
,
い
な
も
な
角
屯
か
ら
パ
ラ
J
た
と
が
わ
か
り
や
す
く
！
し
が
一
た
．
’
J
-
パ
・
）
に
つ
；ヽ
←
ぐ
り
[
)
、
'
l
)
敦
91
は
1>
か
り
や
す
か
っ
と
が
，
『
J
ー
ク
シ
ー
ト
や
Ill
ぶ
右
も
あ
る
と
よ
パと
9に
つ
い
て
J)
llヽ
11
tt
u
1
よ
'
)
-
'
"
ー
ト
や
柑
渭
宴
が
あ
祈
卜
な
0
;
R
（教
9f
0)
1ヽ
足）

ク
シ
ー
ト
．
指
導
案
，
し
あ
れ
ば
も
っ
と
仕
い
や
す
い

り
Il
lヽ
ゃ
・r
.ヽ

る
と
よ
り
佼
し
、
や
す
し
、

4
7
 
巾
？
校
で
の
保
体
の
7
そ
柑
l導
o
m
内
で
の
位
臼
づ
19
の
明
確
化
，

''
t-
召指
9
咬
田
内
で
1)
位
口
づ
け
の
t!l
緯
化

学
召
指
導
沢
は
に
お
け
る
代
既
ヽ
1i
f
1)
"j
惰
化

?
n
柑
9/
1
で
辺
に
1．
；
け
る
位
置
'l
,/
J
l
り
！
績
fc

伍
た
な

ll
f
l
l
~
お
知

(I
t
由
）

“
点
巳
内
n
小
・
中
す
校
の
実
9l
;"
吝
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ド
で
蘊
比
し
て
い
き
た
い
．

東
京
a
内
の
小
・
ヽ
i

3千
佼
9
”
“
S
内
＇
~
J
.
確
認
し
て
い
さ
た
い

夏
只
£!
I
こ
お
け
る
文
H
の
内
吝
を
濾
E
・
し
て
い
き
た
い

棗
点
~
I
こ
お
け
る
文
i
じ
）
内
吝
を
這
お
し
た
い

g
た
な
辻
a
の
獲
柑
へ
の
E
欲

？／W
校
の
現
場
で
は
，

IJ
と
ん
ど
オ
リ
ン
ビ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
粒
n
は
で
さ
て
い
な
い
J
)
が
•
:
i
w
:
で
あ
る
，
し
か
し
，

2
＂·

!t
1こ
1
r
k
出
さ
れ
rて,
'い
校な
のい
況の
場が
で現
は
1．t
ほ
2と
年ん
情ど
にオ
はリ
ン実
ピ出
ッさ
クれ
・パ
る
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
粒
H
は
で
き
’
f
校
で
は
9い
り
ん
ど
実
出
さ
れ
て
い
な
い
，
2
q
:
i
皇
に
は
オ
リ
・
パ
ラ
尺
た
が
．
K
紅
さ
れ
る
オ均
リさ
・れ
バて
ラい
）`
なた
いま
ので
が2
1現
,:
を状
さで
っあ
たる
が
．
学
し
2
で
は
11
と
ん
ど
実
新
た
な
n
団
の
認
Ill
（
現
状
）

4
8
 る 項
極
的
に
較
n
し
て
い
さ
た
い
．

19
屯
的
に
穀
打
し
て
い
き
た
い

＂
怜
的
に
オ
リ
•
9
”
’
"

『9
)実
’
｀
を
し
て
い
さ
た
い

オ
'
)
•
パ
ラ
＂
＂
の
実
n
を

IA
捨
的
に
t
t
し
・
た
；
ヽ

`
“
へ
の
E
汰

4
9
 
公
"
n
t
こ
庄
が
つ
な
か
い
よ
う
に
．
よ
ろ
L
<
3
9
田
い

li
ォ
•
,

公
敦
"
i
こ
庄
が
つ
か
な
い
よ
う
に
よ
ろ
L
く
お
関
い
し
ま
す

公
粒
廿
と
し
で
成
間
1)
尺
が
生
れ
な
い
よ
う
に
お
閾
い
し
た
い

ヤ
校
間
の
格
発
が
生
れ
な
い
惰
遥
の
岱
：
K

l/
iた
な
n
1'
J1
の認
知

50
 
今
U
J
)
よ
う
な
研
虹
を
1l
選
t
2
だ
け
で
な
く
．
t
校
で
し
た
ら
よ
い
と
思
い
よ
•
t
·
,

今
fl
の
よ
う
な
a
t
}
を
償
退
R
だ
；
ア
で
な
く
．
全
t2
で
し
た
ら
ぶヽ

今
り
の
よ
う
な
“
仕
を
ャ
・
←
が
バ
2
で
行
っ
た
ら
L
；ゞ
べ
で
は
な
い
が

介
て
の
干
校
を
け
象
ぶ
」
た
さ
作
の
実
出
の
只
な

3
雙
的
な
惰
遵
）
i
d
．
の
畏
宴

5
1
 
只
（
（
の
取
り
闊
み
を
オ
リ
パ
ラ
較
白
l:
:l
訳、
（っ
寸る
A
.
:
”
“
メ
ー
ジ
，
＇
共
鯰
J
j
法
．
,11
1'
i1
i＇
；揖
濱
・・
KI
£,
’r
i
事
惰
指
丹
と
i
t
込
ゼ
）
既
れ
の
取
り
組
み
を
す
リ
パ
・
9粒
t
；
コ
ぶ
F
つ
19
る
4.
計
由
的
に
選
め
て
既
f
f
の
取
り
組
み
を
オ
リ
バ
ラ
敦
内
に
鈷
び
つ
け
る
1
¥
1:
t
t
i
,
l
o
i
的
に
進
め
て
い
く
こ
と
が
）
J
切
既
＂
の
取
り
UI
み
を
オ
リ
バ
ラ
較
t
に
粘
び
つ
け
て
計
占
的
に
伍
た
な
b
a
の
隕
得
(
'
.
4
R
)
;
U.
,)

に
＇
め
て
い
く
9ぷ
9
さを
R
え
て
い
た
だ
い
た
，

い
く
火
り
さ
を
敦
え
て
い
た
だ
い
た

で
あ
る
こ
と
を
f
ん
だ

遭
め
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
を
'
-
i
'
ん
だ

オ
リ
ン
ピ
'
l
ク
り
'
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
敦
q
を
ヨ
し
て
多
＜
の
＂
"
℃
果
.K
t
只
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
き
る
こ
と
が
わ
か
り
ょ
し
ぇ

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ
う
リ
ン
ピ
ソ
ク
粒
f
を
~
L
て
多
く
の
教
q
効
果
・
成
見
を

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
・
バ
ラ
リ
ン
ビ
／
ク
歎
t
が
多
く
の
敦
行
効
史

•K
む
果
を
あ
げ
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と

4•
リ
ン
ビ
ッ
ク
・
バ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
較
n
が
多
く
の
教

FF
LL

L累
を
達
伍
た
な
u
a
1
)
猾
糾
（
n
t9
)

5
2
 

あ
げ
る
こ
と
が
で
さ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た

が
わ
か
っ
た

成
す
る
な
こ

•E
’i
-
し
う
る
可
圧
性
を
«
す
る
こ
と
が
わ
が
づ
こ

よ
校
の
教
＂
内
行
に
し
つ
が
り
と
位
口
づ

19
て
効
更
的
な
散
n

ti
m
；
こ
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ょ
•
,
.
.

本
校
の
杭
打
内
布
に
し
つ
か
り
と
位
口
づ
19
て
効
兄
的
な
較
＂
括
動
に
し
て
本
校
の
敦
R
内
布
と
間
淳
づ
け
て
℃
叉
的
な
穀
H
ii
e
に
し
て
い
き
た
い

I,
"し
の
敦
灯
課
程
と
間
淳
づ

•9
て
灼
栗
的
な
実
践
を
し
た
い

•K
I5
へ
0
)
B
欲
（

I1
校
の
状

1l
(
に
合
わ
せ
た
）

しヽ
きた
し‘

5
3
 
他
の
学
校
に
つ
い
て
n
0
9
の
J
i
や
先
生
）
j
h
ら
の
情
帽
で
知
る
こ
と
が
で
さ
よ
し
た
．

位
の
ネ
佼
に
つ
い
て
．
知
る
こ
と
が
で
さ
よ
し
た

仕
の
学
校
の
．
“
屯
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た

他
の
文
践
に
閂
す
る
情
帽
を
符
た

駅
た
な
知
a
の
隕
n
（実
n
）i
庄）

54
 
生
往
の
た
め
に
も
g
夕
i
t
C
饉
L
て
い
き
た
い
で
す
．

生
往
の
た
め
に
も
n
分
も
e
信
し
て
い
き
た
い

'1-
.
U
の
た
め
に
｛
べ
じ
性
し
て
い
さ
た
い

生
1
t
の
た
め
に
さ
ら
に
噴
鰭
を
得
た
い

駈
た
な
し
a
の
l1
得
へ
の
g
妖

5
5
 
で
き
る
筍
囲
で
取
り
糾
み
を
が
ん
ば
り
た
い
と
思
い
ま
す
．
で
き
る
記
囚
で
よ
ろ
し
く
お
屈
い
し
よ
す
．

で
き
る
記
囲
で
取
り
組
み
を
が
ん
ば
り
た
い

で
き
る
記
渇
で
取
り
Ill
ん
で
い
き
た
い

で
さ
る
範
囲
の
取
り
18
み
を
し
た
い

｀
践
へ
fl
g
欧
(
n
校
の
状
況
に
合
わ
せ
た
）

大
変
打
n
a
な
内
了
；
で
あ
っ
た
．

打
g
母
な
内
存
で
あ
公
と

{
“
"
れ
な
内
芥
で
あ
っ
た

g
良
の
あ
る
)
J
:
a
を
得
た

祈
た
な
知
a
の
隕
召
（
拍
象
）

オ
リ
・
パ
ラ
の
遺
手
は
償
道
校
の
み
来
校
で
あ
る
が
．
来
て
い
た
だ
け
た
ら
ば
C
を
つ
た
え
ら
れ
る
と
思
う
．

オ
リ
・
バ
ク
の
遺
f
は
．
来
て
い
た
だ
け
た
り
8
動
を
つ
た
え
ら
れ
る
と
患
．
う
オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
サ
リ
ン
ピ
ア
ン
が
火
て
<
i
lt
u
1
1セ
’
t
'
は
ば
鯰
す
る

オ
リ
ン
ピ
ア
ン
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ア
ン
と
1艮
す
る
ご
と
は
効
更
的
で
あ
祈
た
な
h
:
a
1
)
!
I
得
（
効
果
）

5
6
 

る

・(r1
分-,
とも籟
レ
Iスt
リて
ンほ
グし
のい
H．
U
遺
r
に
会
う
讚
会
が
あ
り
、
そ
の
と
さ
の
白
の
属
な
り
を
兌
え
て
い
る
た
め
．
そ
の
よ
う
な
事
夏
包
02
o
q
；
以
悶
0
分
い
レ
ス
リ
ン
グ
の
百
l
!
l
還
r、
i
こ
会
う
磯
会
が
あ
り
，
そ
の
と
さ
の
騎
の
高

(1
分

Il
レ
ス
リ
ン
グ
の
，
’
i

lIl
選
—
T·
に
会
っ
て
感
鯰
し
た
か
ら
．
こ
の
よ
う
な
取
り
U
み
を
紅
読
し
n々
叫
籟
か
ら
効
雙
的
な
政
り
組
み
で
あ
る
こ
と
は
耀
信
し

な
り
と
記
え
て
い
る
，
そ
の
よ
う
な
事
史
を
20
20
‘l
・
以
日
ず
っ
と
親
1う
て
は
し

祈
た
な
只
）
k
（
計
西
性
）

し‘
て
い
っ
て
ほ
し
い

て
い
る
こ
と
か
ら
．
印
校
的
に
政
り
糾
み
た
い
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